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● 社会福祉協議会の会員募集に
　 ご協力ください。

―８月は社協会員募集月間です―

『東濃信用金庫　那加支店』では社会貢献活動として、職
員が先生となり、小学生がおこづかいノートの付け方を学
びました。（関連記事Ｐ６）

おこづかいノートのつけかたを学ぶ教室

サポート君

各務原市社協キャラクター

ここどうやるの？

発行日／H28.7.15 社協かかみがはら No.165 8
この広報紙には、赤い羽根共同募金が
使われています。

各務原市社協ホームページ
各務原市社協

各務原市福祉フェスティバル2016
に集まろう！

各務原市福祉フェスティバル2016
に集まろう！

◆日　時　９月４日（日）　
　　　　　午前９時から午後３時まで（雨天決行）
◆会　場　各務原市民会館・
　　　　　中央ライフデザインセンター　一帯

盲導犬ふれあいコーナー 点字体験コーナー

医療・福祉団体による活動展示や模擬店など多数出店い
たします。お誘い合わせのうえ、ぜひお越し下さい。

『ささえて  ささえられて  みんなが主役のまちづくり』
～ つなげる  福祉の魅力 ～

●日　　時　８月５日（金）午前８時45分から
　　　　　　８月６日（土）午後２時頃まで
●会　　場　各務原市少年自然の家（鵜沼小伊木町）
●参 加 費　無料
●募集人数　10名（高校生以上で宿泊できる方優先
　　　　　　　　　 日帰りでの参加も可能です。）
●締 切 り　７月24日（日）
●申し込み　各務原市手をつなぐ育成会　担当：大谷
　　　　　　TEL／FAX　０５８－３８４－８３１３

（留守電を入れてくだされば折り返し連絡をします）

発達障がいのある子どもたちと
夏休みの思い出づくりをしませんか？

　発達障がいの子どもたちと野外炊事やレクリエーション
を楽しみながら活動します。 初めての方も歓迎します。

「夏休みふれあいキャンプ」
ボランティア募集

　
毎
朝
出
勤
前
の

約
三
十
分
、
自
宅

周
辺
の
散
歩
を
日

課
に
し
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
メ
タ
ボ
対
策
を
目
的
に

三
年
余
り
前
か
ら
通
い
始
め
た
健
康

運
動
体
操
。

　
週
一
回
の
教
室
で
は
同
年
代
や
年

長
の
方
十
名
余
り
と
一
緒
に
筋
ト
レ

と
エ
ア
ロ
バ
イ
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で
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を
動
か
し
ま

す
。
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し
た
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付
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い
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、
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取
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績
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ま
す
。
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散
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に
も
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（敬称略・順不同） 平成28年4月1日～平成28年5月31日

善意のご寄付をいただき
誠にありがとうございました

浜見駐輪会
波多野耕三
匿名
戸大建設工業㈱
匿名
ユニー㈱“小さな善意で大きな愛の輪”運動
　ユーホーム各務原店
各務原町の方より
小林順子
JAぎふ女性部 各務原ブロック

￥30,000
￥9,000

￥135,558
￥50,000
￥3,191

￥6,009
タオル（57 本）

古切手
タオル（630 本）

ヘルパー臨時職員募集
●募集人員　２名
●勤務時間　午前８時30分から午後５時15分まで

のシフトに定める時間
●勤務内容　生活介助・身体介助
●勤務形態　月曜日から日曜日までのシフト勤務
●給与形態　時間給＋交通費（当会の定める金額）
●時 間 給　生活介助：￥930　身体介助：￥1,320
●資格要件　ヘルパー２級または介護福祉士
　　　　　　普通自動車免許
●そ の 他　年数に応じて昇給あり
問合せ先　各務原市社会福祉協議会　事務局
　　　　　TEL　058－383－7610
　　　　　FAX　058－382－3233

平成28年５月31日現在　※敬称略・順不同

各務原市明るい社会づくり運動協議会
各務原市サッカー協会
ボランタリーハウス風
各務原市社会福祉協議会職員一同
稲羽西地区社会福祉協議会
みっぱらクック　街頭募金分
那加二東部地区社会福祉協議会　役員会
各務原歩こう会　
ボランタリーハウス　松本パンダクラブ
各務地区社会福祉協議会
ボランタリーハウス　レインボー
地域情報化推進員会　緑苑web
フォークダンス　スマイル
緑苑ふれあいハウス　ふらっと
各務原市那加中学校生徒会
松が丘パソコンクラブ
長平シニアクラブ
那加二東部地区社会福祉協議会
クラブハウスゆうせん
鵜沼第二地区社会福祉協議会
陵南地区社会福祉協議会
那加一地区社会福祉協議会
音訳ボランティア　あじさいの会
川島地区社会福祉協議会
その他募金箱
　合　　計

¥38,094
¥7,533
¥7,800

¥21,908
¥11,560
¥45,713
¥2,100
¥1,480

¥10,000
¥4,685

¥14,310
¥5,000

¥10,000
¥11,410

¥120,511
¥57,000
¥5,000
¥7,437

¥12,392
¥8,687
¥1,770
¥7,104

¥50,000
¥686

¥41,769
¥503,949

ご支援をいただきありがとうございます。
届けていただいた義援金は、熊本県が設置する
｢義援金配分委員会」で決定し、被災者に配分されます。

多くの方が平成２８年熊本地震義援金
に協力いただきました

多くの方が平成２８年熊本地震義援金
に協力いただきました
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社会福祉協議会の会員募集にご協力ください社会福祉協議会の会員募集にご協力ください

世帯会員 1口 500円

賛
助
会
員

法人会員 5,000円以上

団体会員 5,000円以上

個人会員 1口500円

“あなたから始まるささえあい”“あなたから始まるささえあい”

皆様からお預かりをした会費は全額市内の地域福祉活動の財源となっています

社
会
福
祉
協
議
会
と
は
？

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
と
は
、

地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
団
体
と
し

て
、
社
会
福
祉
法
の
中
で
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
公
共
性
を
も
つ
民
間
の

社
会
福
祉
団
体
で
す
。

　
各
務
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

住
民
の
身
近
な
生
活
課
題
を
一
緒
に

な
っ
て
解
決
し
て
い
く
住
民
主
体
の

地
域
福
祉
活
動
の
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
会
費
が
地
区
社
協
活
動
の

充
実
に
つ
な
が
り
ま
す
。

〔　　　　　　　　　〕
平成27年度　会費実績　22,051,600円
　　　　内訳 世帯会費　18,765,100円
　　　　　　 賛助会費　  3,286,500円

ボランタリーハウス 友愛訪問

近隣ケアグループ研修会 ふれあい交流事業

「 

何 

か 

で 
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る 

」

「 

何 

か 

で 
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る 

」

　
各
務
原
市
障
が
い
者
料
理
サ
ー
ク
ル
「
み
っ
ぱ
ら
ク
ッ
ク
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
マ
ッ

ク
ス
バ
リ
ュ
各
務
原
那
加
店
で
「
熊
本
地
震
義
援
金
」
募
集
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
約
二
時
間
の
活
動
で
し
た
が
、
世
代
を
超
え
て
多
く
の
方
が
義
援
金
を
入
れ
て
く
だ

さ
り
、｢

被
災
地
は
大
変
だ
か
ら
、
少
し
で
も
助
け
に
な
れ
ば
」、「
こ
う
い
う
時
は
お

互
い
様
だ
か
ら
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
み
っ
ぱ
ら
ク
ッ
ク
の
大
谷
弘
代
表
は
、
義
援

金
募
集
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
「
障
が
い
者
は

全
員
で
は
な
い
に
し
て
も
、
何
ら
か
の
公
的
な

ご
支
援
を
頂
い
て
い
ま
す
。
ご
支
援
を
頂
い
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
熊
本
地
震
で
被
災
さ

れ
た
方
々
の
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
何
か
で
き

な
い
か
と
思
い
、
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
で
義
援

金
募
集
活
動
を
し
よ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。

被
災
地
に
赴
い
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
難

し
い
で
す
が
、
募
集
箱
を
持
っ
て
街
頭
に
立
つ

こ
と
は
で
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

お
お
た
に
ひ
ろ
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

　｢

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
義
援
金｣

は

義
援
金
受
入
口
座
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
受
付
期
間
：

　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

※

義
援
金
受
入
口
座
に
つ
い
て
は
、
各

務
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

声
の
広
報
っ
て

　
　
　ご
存
知
で
す
か
？

屋外歩行体験 階段での歩行 受講風景

世帯の方には自治会を通じて、法人・事
業所の皆様には、民生委員児童委員さん
を通じて、ご依頼させていただきます。
ご協力をお願い申しあげます。

　
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
に
、
書
籍
や
雑
誌
、

広
報
紙
な
ど
の
内
容
を
、
音
声
に
し
て
伝
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
『
あ
じ
さ
い

の
会
』。
長
年
、
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
音
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
に
協
力
し
、
講
師
を

務
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
講
座
で
は
、
視
覚
障
が
い
者
の
気

持
ち
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
着

け
て
歩
行
介
助
を
受
け
な
が
ら
、
実
際
の
歩
道

を
歩
く
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
体
験
後
に
は

｢

階
段
の
一
歩
目
が
怖
か
っ
た｣

、｢

視
覚
以
外

の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
で
、
舗
装
さ
れ
た

歩
道
で
も
小
さ
な
段
差
や
、
緩
や
か
な
勾
配
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
る
と
同
時
に
、
今
回
の
経
験
を
『
伝
え
る
』

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
、
受
講
者
同

士
で
話
し
あ
い
ま
し
た
。

　
講
師
の
中
平
さ
ん
は
「
視
覚
障
が
い
者
の
気

持
ち
を
理
解
し
、
相
手
の
立
場
を
知
る
こ
と
も

学
び
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
講
座
を
通
し

て
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
仲
間
が
増
え
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
視
覚
障
が
い
者
の
力
に
な

り
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

な
か
ひ
ら
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・生活相談センターさぽーとをはじめ身近な場所で相談が受け
られるように「ふらっと」｢ささえあいの家」や稲羽西地区
社協では公民館を会場に出張相談を行いました。

　相談件数　　2,844件（前年比  ＋1,154件）
   実相談者数　　442名（前年比  －14名）

重点事業①　　総合相談窓口の充実

　本会では「ささえて　ささえられて　みんなが主役のまちづくり」を目指す姿とした第３期
地域福祉活動計画の基本目標に基づいた重点事業（アクションプラン）を中心に、地域力を活
かしてあらゆる生活課題に向けた、地域づくりを進めてまいりました。

相談風景

近隣ケア訪問

・声かけと見守りを通じて支援が必要な人をその地域で支えあ
う取り組みを進めました。   

　登録団体数　302グループ（新規  ２グループ）
　活動員数　　2,184名（前年比  ＋37名）

重点事業③　　近隣ケアグループ活動の支援

・要介護認定を受けた高齢者や障がい者の在宅生活を支援するためのケアプラン作成や、ホームヘル
プサービス事業、ガイドヘルプサービス事業、訪問入浴サービス事業を行いました。

重点事業⑧　　介護保険法・障がい者総合支援法に基づく支援

ホームヘルプサービスの提供ケアマネ仕事風景

ファミサポ交流会

重点事業④　　ボランタリーハウスの拡充

・閉じこもりにならないように地域で暮らす人びとが気軽に集
まることのできるボランタリーハウス事業の促進・立ち上げ
の支援を行いました。

　活動数　　 93カ所（新規  11ヵ所）
　参加人数　2,631名（前年比  ＋736名）

ボランタリーハウス

重点事業②　　社協活動のＰＲ

・広報「社協かかみがはら」の発行（年４回）
・わたしのお福わけ事業、お福わけ本の製作（作品投稿数141作品）
・社協活動紹介ＤＶＤの作成

重点事業⑤　　地区社協活動の支援

・17地区社協の実情にあわせたメニュー事業の展開
「支部」より「地区」への名称変更に伴い、メニュー事業を
テーマで整理し従来の事業を見直しました。

・ファミリーサポートセンター事業で子育て講習会や交流会を開
催し、新たな試みとして産後お助け隊事業を開始しました。

　コーディネート実績　　767件
　（内、産後お助け隊実績　13件）

重点事業⑦　　子育て事業の推進

・企画提案型助成事業の継続支援および拡充を図りました。
夢を実現プロジェクト事業
　拠点運営型事業　２件（緑苑地区社協･八木山地区社協）
　生活支援型事業　１件（八木山地区社協）新規
　福祉教育型事業　１件（各務地区社協）新規
夢を実現プロジェクトミニ事業　各自治会や区単位
　生活支援型事業　１件（新加納連合自治会）新規

重点事業⑥　　夢を実現プロジェクト事業の促進

防犯パトロール隊

【収入の部】 【支出の部】

平成27年度　決算報告

※繰越活動増減差額の部を省略した表である。

会費収入
7.15%

寄附金収入
1.74%

経常経費
補助金収入

18.36%

受託金収入
24.39%

介護保険事業収入
38.32%

障害福祉サービス等
事業収入
8.23%

その他
1.81%

総額
308,493,793円

法人運営事業
22.24%

地域福祉
活動事業
13.58%

ボランティア
センター事業

0.38%
共同募金配分事業

4.56%
日常生活自立支援事業

8.72%
川島園デイサービス事業

1.18%

地域包括
支援センター

10.17%

介護保険事業
39.17%

総額
310,044,058円

各務原市社会福祉協議会  事業報告
平成27年度

※平成28年６月１日現在

役  員  紹  介
（敬称略・順不同）誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを進めてまいります。
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あたまの体操してみませんか？わかるとスッキリ！

宛先　〒504-0912  那加桜町２-１６３
　　　各務原市社会福祉協議会 あたまの体操係 まで

はがきに問題の答え・郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号
を明記してご応募ください（８月15日必着）。正解者の中から
抽選で10名様に市内授産製品を進呈いたします。

全ての文字を使って都道府県名を３つ作ってください。
文字は１回しか使ってはいけません。

５月号の答え
・長野　・徳島　・山梨

5月号では124名のご応募がありました。
抽選で10名様に市内授産製品を進呈させていただきました。

マ

ネ
カ
ツ ホ

カ

ナ

ガ

ワ

シ

ド

ウ

イ

『ぼきんカン』プロジェクトはじめます！！

◆配  布  対  象 ： 市内の会社・職域、学校、商店、サークルなど
◆配布予定時期 ： 平成28年10月１日から
　　　　　　　　（※配布予定数に限りがありますのでお早めにお問合せ下さい）
◆問  合  せ  先 ： 各務原市社会福祉協議会　事務局
◆ＴＥＬ　　　　  ０５８－３８３－７６１０

子どもたちが描いたイラストぼきんカンを配布します子どもたちが描いたイラストぼきんカンを配布します

共同募金

赤い羽根共同募金運動
お
こ
づ
か
い
ノ
ー
ト
の
つ
け
方

を
学
び
ま
せ
ん
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
コ
ー
ナ
ー

なまえ

なま
え

　『
普
段
使
っ
て
い
る
お
金
は
何
種
類
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
』
講
師
の
こ
ん
な
質

問
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ
の
教
室
。
子
ど
も
た
ち
は
「
八
し
ゅ
る
い
！
」｢

十
こ
！｣

｢

き
ゅ
う
！
」
と
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
声
で
答
え
ま
す
。

　
こ
の
教
室
の
発
起
人
は
「
東
濃
信
用
金
庫
　
那
加
支
店
」
職
員
の
皆
さ
ん
。

　
お
金
を
扱
う
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
者

と
し
て
地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
と
職

員
同
士
で
話
し
合
っ
た
結
果
、
お
金
の
大
切
さ

を
知
る
た
め
に
お
こ
づ
か
い
ノ
ー
ト
教
室
を
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
手
始
め
に
、
子
ど
も
た
ち
に
目
標
を
立

て
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。｢

た

く
さ
ん
た
め
る
」｢

ジ
ュ
ー
ス
を
た
く
さ
ん
買

う
」
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
目
標
は
様
々
。
毎
月

お
こ
づ
か
い
を
も
ら
い
な
が
ら
、
買
っ
た
物
の

値
段
を
書
き
、
残
っ
た
お
こ
づ
か
い
か
ら
引
き

算
す
る
と
「
ど
う
つ
か
お
う
」
と
言
い
な
が
ら

真
剣
な
表
情
で
ノ
ー
ト
と
向
き
合
い
、
分
ら
な

い
こ
と
は
職
員
に
一
所
懸
命
に
質
問
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
習
が
終
わ
り
お
こ
づ
か
い
ノ
ー
ト
を
手
に
、

笑
顔
で
教
室
を
出
る
子
ど
も
た
ち
の
後
ろ
姿

を
見
な
が
ら
、
岡
部
支
店
長
は
「
今
回
は
お

こ
づ
か
い
ノ
ー
ト
教
室
で
し
た
が
、
学
び
の
内

容
を
変
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
貢
献

し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

お
か
べ

 わたしの
  お福わけ

　『
家
族
が
い
て
う
れ
し
い
こ
と
』

　
わ
た
し
は
、
家
族
が
い
る
と
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
そ
れ
は
、
家
族
が
い
る
と
お
も
し
ろ
か
っ
た
り
、
楽
し
か
っ
た
り

す
る
か
ら
で
す
。
と
く
に
お
も
し
ろ
い
の
は
、
妹
の
さ
く
ら
ち
ゃ
ん

で
す
。
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
は
い
ろ
い
ろ
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
は
な
し
て

く
れ
た
り
、
教
え
て
く
れ
た
り
し
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
弟
も

と
て
も
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
っ
て
く
れ
た
り
、
言
っ
て
く
れ
た
り

し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
「
た
し
か
」
と
い
う
言
葉
を
「
た
か
し
」
と

言
う
の
で
と
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。
そ
れ
と
、｢

コ
ケ
コ
ッ
コ
ー｣

と
い
う
な
き
声
を
「
キ
ッ
コ
コ
ー
あ
さ
で
す
よ
ー
」
と
言
う
の
で
面

白
い
で
す
。
そ
れ
と
弟
は
、
は
こ
に
、
お
も
ち
ゃ
の
や
さ
い
を
入
れ

て
、
お
べ
ん
と
う
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
家
族
を
大
切
に
し
て
い
つ
ま
で

も
元
気
で
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
各
務
原
市
　
小
川
　
楓
さ
ん
　
小
学
３
年
生
）

お
が
わ
　  

か
え
で

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ハ
ウ
ス
紹
介

　｢

ミ
ニ
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ハ
ウ
ス
庵
」
に
訪
問
し
ま
し
た
。
こ

ち
ら
で
は
、
各
務
原
市
が
管
理
運
営
し
て
い
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

｢

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
・
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
を
利
用
し
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
病
院
に
で
か
け
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
企
画
を
始
め
ら
れ
た
ハ
ウ
ス
の
メ
ン
バ
ー
の
お
一
人
で

あ
る
田
辺
桜
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。｢

年
齢
を
重
ね

た
こ
と
で
車
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
方
々
が
社
会
資
源
を
活

用
し
、
買
物
や
通
院
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
出
す
る
こ
と
で
、
引
き
こ
も
り
の
高
齢

者
が
減
り
、
認
知
症
予
防
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
今
回
の
企
画
は
三
回
目
で
す
が
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス

が
タ
ク
シ
ー
に
変
わ
り
、
乗
車
に
は
事
前
予
約
が
必
要
と
な
っ

た
こ
と
で
利
用
を
控
え
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ど
、
課
題
も

見
え
て
き
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
田
辺
さ
ん
は
そ
れ

ら
課
題
解
決
の
た
め
に
、
自
己
努
力
と
並
行
し
て
行
政
側
と
の

話
し
合
い
も
続
け
て
い
く
そ
う
で
す
。

　
も
う
一
人
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
片
岡
み
か
さ
ん
は
「
今
、
車

を
運
転
し
て
い
る
現
役
世
代
で
も
、
い
つ
か
は
高
齢
世
代
に
な

り
ま
す
。
そ
の
時
に
な
っ
て
、
バ
ス
に
乗
ろ
う
と
し
て
も
、
利

用
方
法
が
分
ら
ず
移
動
を
控
え
る
と
い
う
選
択
を
し
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
、
減
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
前
も
っ
て
公
共
交
通
機
関
な
ど
の
利
用
方
法
を
知
っ
て

お
く
こ
と
は
、｢

い
つ
か
」
の
た
め
に
も
必
要
な
の
で
は･･･

」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

い
お
り

た
な
べ
よ
う
こ

か
た
お
か

◆ 

作
品
展
の
ご
案
内 

◆

　
お
福
わ
け
作
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
作
品

展
で
は
来
場
者
の
皆
さ
ん
に
各
部
門
の
中
か
ら
一
作
品

を
投
票
い
た
だ
き
、
選
考
委
員
会
で
「
お
福
わ
け
大
賞｣

を
決
定
い
た
し
ま
す
。
投
票
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
各

務
原
の
し
あ
わ
せ
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
「
わ
た
し
の

お
福
わ
け
本
」
を
後
日
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

①
日
に
ち
：
九
月
四
日（
日
）

　場

　所
：
各
務
原
市
民
会
館

　一
階
ロ
ビ
ー

　
　
　
　（
各
務
原
市
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
）

②
日
に
ち
：
九
月
七
日（
水
）〜
九
月
十
三
日（
火
）

　場

　所
：
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　一
階
ロ
ビ
ー

　
　

ふれあいタクシーを体験


